
 CNCP 通信 VOL.97／2022.5.5 

 

 

 

▼オピニオン   

先進地域の今・そして未来（中編） 
 

ＮＰＯ法人 州都広島を実現する会 事務局長 

シビル NPO 連携プラットフォーム 理事 

野村 吉春 

  

 

 

 

顔写真 

 

   

 

■前編から中編へ 

私が過疎地の報告をする意味は何か？ それは、東京圏のように「政治・経済・文化・教育・情報･･･」

の全てが揃って、何の不自由もない処にお住いの方にも、地方への関心を持って頂きたいと願うからで

す。小さなニッポンで東京と地方は一枚のコインの裏表に過ぎません。CNCP 通信の読者である土木人

には、「この国のかたち」を高所から眺める、そんな俯瞰的な目線を磨いていただきたい。 

そこで、今回は「後編」として「過疎地の未来」を描く予定でしたが、「中編」として「この国のかた

ち」を構造的に捉えて頂き、その上でこの１～２年間に過疎地に生まれている「新たな事業」をいくつ

か紹介し、最終回の「後編」で更なる「未来への展望」を描きます。 

■この国のかたち 

普通に地方圏というと、東京圏（南関東１都３県）以外のエリヤと言えますが、大阪圏や名古屋圏をも

大都市圏として捉えると、その残りは北海道、東北、中四国、九州といった４ブロックが主な地方圏とな

ります。その中枢に「札・仙・広・福」と呼ばれる政令市（通称 100 万人都市）が存在し、そこには国

の地方局や企業の支社・支店が立地しています。 

読者には、「そんなこと言われなくっても解っているよ！」と叱られそうですが、この骨格をまずは押

さえておいて欲しいのです。下の図は、広島市議会で地方政策を論じるために私の NPO が提供している

図ですが、参考イメージとしてご覧ください。 

 

■地方圏の構造的な理解へ 

その地方圏ですが、まずもって一枚岩で語ることはできません。幾つかの階層に分類されます。「そん

な話を何処から仕入れているのか？」と疑問に思われるかもしれませんが、私はコンサル時代に日本全

国を「どさ周り」して御用聞きをやってきた人間です。 

それと、今でも広島を拠点に近場の中国四国地域や九州辺りの辺境の地に、仕事や遊びで度々出かけ

ており、他方で東京にも年に 20 回くらい上京しているので、「地域を相対化する観察眼」がおのずと身

につくのです。職業柄というより、まあ好きなんですね。 

以上の知見をもとに、野村のオリジナルの地方圏の構造を、次ページに紹介しておきます。 
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■何故に過疎地を描くのか 

広島市は表のⒺ、私の住んでいる安佐南区は、半世紀前には人口４万人で今や 25 万人。市内 8 区の

中で最大の人口集積地。大学が５校、山陽自動車道（広島 IC）、ＪＲ可部線、アストラムライン、大型商

業施設が多数立地し、私を含めて住民の８割は外部からの移住者で、人口増加率や若者の割合といった

指標を見ると、地方圏にあって東京圏に劣らない発展地域なのです。 

他方で、前回紹介した過疎地（表のⒶ）では人口が８割減という具合ですから、地方圏として一括りに

出来ない状況がお解りいただけるでしょう。表の中間に位置するⒷⒸⒹも問題を抱えていますが、この

シリーズでは東京圏の真逆に対比されるべき「過疎地」を取り上げます。 

■新しい今が始まっている  

この地方の研究者によれば、「過疎は終わった！」

と宣言しています。つまり、高齢化率 50％を超える

地域では、流出する若者がゼロになった今、もう底を

打ったのです。既に都会からの I ターンや U ターン

の僅かな流入による「人口の社会増」が始まっていま

す。こうした状況に加えて、都会との「二地域居住」

や「関係人口」という繫がりも広がりつつあります。 

そんな中で、ここでは誰もが知っている「定番メニ

ュー」とは少し異なる動き５例を紹介します。 

①グランピングの登場 

この「名称」はご存じでしょうか？ コロナ禍を契

機とする「ワーケーション」に対応した宿泊施設の改

装や、リゾートハウスが開店していますが、「グラン

ピング」という自然界での「キャンプ生活✛快適空間」の両面に対応した新た

なスタイルが、この１年で瀬戸内海や中国山地に 5 か所も誕生しました。 

②サイクリングの高まり 

近年は健康志向のもと、「しまなみ海道」（西瀬戸自動車道尾道・今治ルート）

に併設された自転車道は「サイクリングの聖地」としての不動の地位を確立し

ています。その他にも、広島県の蒲刈列島（7 島）をつなぐ「とびしま海道」

も人気を高め、最近はコロナ禍での自転車通勤という追い風もあるようです。 

③まめな食堂がオープン 

「何だ、この名前は？」と覗きたくなる食堂です。島のレモン農園の中にあ

る元・医療機関をリニューアル。写真を見れば、お解りのようにこれはタダの

食堂ではありません。HP の解説文には「東京が中心、都市が中心、人間が中

心、男性が中心・・・と当たり前の『中心』を一体誰が決めたのだろう。 
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私たちは、福祉をはじめ農業やテクノロジー、教育、モ

ビリティなどに取り組みながら、『中心』がどうあるべ

きか？を問い直して参ります。」とあり、その志の高さ

にとても感銘を受けました。 

④未来をつくる島のホテル 

これはただのホテル事業ではありません。島根県の

「隠岐」にあって、「ホテル事業」を核とした地域づく

りを「島の総決算」と意気込んでいます。こんな辺地に

は「何もない！」という普通の概念を逆手に、この島で

は必要なもの全てを「地産地消」でまかなうことで、「こ

こには、無いものはない！」というコンセプトを大きな看板に掲げて頑張っています。日本海の絶海の

孤島にあって、外部に全てを依存する東京とは真逆の価値観を求め、移住人口・日本一（比率）を誇る

とともに、ここには国内外の高度人材が結集しています。な

ので、何処の国の旅人にも対応が可能だそうです。 

⑤インフラツーリズム 

普通の観光ツーリストに「インフラツーリズム」というメ

ニューは未だ少ない。しかし熱心な地域があるのです。本州

で東京から一番遠くて不便な、島根県の石見地域で、「県✛

市（観光協会）✛観光業者」が一体となってインフラツーリ

ズムを実施しています。 

昨年の 11 月には「全国未成線サミット」（会議✛現地見

学）が実施され、主なメニューは「広浜鉄道遺跡（土木学会

認定遺産）」で、広島と浜田を 55 分の新幹線で結ぶ夢の鉄

道遺跡を「石王観光」という地元の観光会社が案内していま

す。 

■建設界の役割 

以上５例を紹介しましたが、「我々の仕事は何処に有るのか？」そんな冗談は言わないで欲しい。 

建設界は、いつまでも「造って何ぼ？」というシングルイシューだけでなく、激変する時代のあらゆる

変化をチャンスとして捉え、「地域づくりのメインプレイヤー」としての能力を発揮したい。 
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